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I  はじめに（研究目的）
　東・東南アジアの社会において仏教界は、社会変革に対する保守的な性格と知られている。しかし、
近年、多くの東・東南アジアの僧侶や仏教徒・仏教団体が、国内の経済問題や社会問題に積極的に
関わり、国外においても、布教活動や社会問題解決に関わる教団や僧侶の増加が顕著化してきた。ミャ
ンマーの上座部仏教僧侶の国内外における活動も例外ではない。1980 年後半から政治的経済的な理
由により、多くのミャンマー人が出稼ぎ、移民、そして難民として世界各地へ渡航するようになった。
彼らと共に渡った仏教は、様々な理由で帰国できない人々や、外国で働くミャンマー人の心のより
所になるだけでなく、僧院はコミュニティーセンターのような役割も果たしている。筆者の管見に
よると、海外において、現在 500 弱のミャンマーの僧院や瞑想センターといった宗教施設が世界中
に点在している。そのほとんどが 1990 年後半以降にできたものである。宗教施設の最も多い国はア
メリカであり、おおよそ 60 1の僧院や瞑想センターが存在する。日本においても、ミャンマーの仏教
僧院 5軒とパゴダ2 2 基が存在する。筆者は 2005 年からこれらのいくつかの僧院を訪問し、その在り
方や活動等をについて調査したことがあるが、2010年からは再訪する機会を得て聞き取り調査を行っ
た。
　本稿では、そうした僧院や僧侶による海外での布教活動は異国人のみならず、自国の仏教徒にど
のような役割を果たしているのかについて明らかにする。
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１ここでいう僧院は、マンションの一室を利用し、宗教活動を行っている僧院も含む。
２ミャンマーには、「パゴダ」を中心にした宗教形態と「僧院」を中心にした宗教形態との二つの形態が併存しており、
両者は空間的にも機能的にも分離している。大まかにいえば、前者の「パゴダ pagoda」とは、英語訳で、仏像または
仏舎利を安置する仏塔のことである。ミャンマー人の語訳では「セディー　Zaydi」、現地人の呼称は「パヤー　
Phayar」である。本来仏舎利、仏歯、仏髪等を奉納するための記念塔を指すが、その後、功徳を積んだことの威信を
表す建築物として仏教文化圏の中で発展してきた。仏教社会に広く見られるパゴダは、信仰対象のシンボルでもあり、
仏教徒の信仰の場であり、自由にお参りできるため、その信仰を可視化する場でもあるともいえるであろう。一方、
後者の「僧院」は、出家者が修行学習し生活を行う場であり、パゴダと違って仏壇には仏像しか安置されていない。
在家信者が僧院を訪ねるのは、布施、子供の教育、説法や瞑想等の自らの修行のためである。その意味では、僧院は
出家のみならず、在家信者にも教育と修行の場を提供し、出家に準じた戒律を要求する。パゴダと僧院は対立してい
るのではなく互いに影響を及ぼしている。　
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Ⅱ　ミャンマーの政治的・宗教的概況
1. 政治的概況
　ミャンマーは 1948 年にイギリスから独立し、ウ・ヌ政権（1948-1962）3の短い民主政権の後、1962
年にネ・ウィン将軍（1911-2002）が政権を掌握するようになった。それによって「ビルマ式社会主
義 (Burma	Socialist	Lanzin	Party)」が始まり、ミャンマーの経済状況を悪化させた。1988 年にはネ・
ウィン退陣と民主化を求める大衆運動が激化し、同年の 9月に軍部がクーデターにより軍事政権を
樹立した。そのため反政府活動をしていた人々が隣国に避難した。タイやバングラデシュに避難し
た難民たちの多くが、そこを必ずしも最終的な移民先とはせず、そこを経由し、さらに先進国へ再
移住しているという事実がある。1990 年代後半以降北欧諸国等に移住することが顕著化し、特に
2000	年以降は難民や移民数が飛躍的に増加した。2005 年 1 月にUNHCRによる第三国定住プログラ
ムが始まって以来、主にタイとミャンマーの国境沿いの 9つのキャンプから 1万人強の人々がタイ
を出国している（八木沢　2009）。最大の第三国定住先はアメリカであり、次はオーストラリア、カ
ナダ、フィンランド、イギリス、アイルランド、オランダ、ノルウェー、ニュージーランド、スウェー
デン等がミャンマー難民の第三国定住を受け入れている。
　
2. ミャンマーの上座部仏教概況
　上座部仏教とは、テーラワーダ（Theravada）仏教という。テーラ（Thera）とは「長老」、「上座
の僧侶」、「年長者」を意味し、ヴァーダ（Vada）とは「説かれた」意味である（バッダンタ・ニャー
ヌタラ長老　2009：p.8）。つまりテーラワーダとは、上座の僧侶によって説かれた教説という意味で
あり、戒律を厳格に守ることを主張した諸派の総称である。そのため、出家教団を中心とする宗教
で、保守的傾向が顕著である。現在、スリランカ、ミャンマー、タイ、ラオス、カンボジア等で信
仰されている。南方に伝わり広まった仏教ということから南伝仏教とも呼ばれている。これに対して、
中央アジア、中国に伝わり、さらに北朝鮮、韓国、日本に伝えられた仏教は、北方仏教または、北
伝仏教と呼ばれている。
　上座部仏教の信仰が浸透しているミャンマー社会では、「出家者」と「在家信者」とがはっきり区
別されている。前者は「解脱」という目的達成のためのサンガという機能集団であり、後者は前者
の衣食住を支える基礎集団である。そのため、出家者である僧侶が涅槃を目指すのに対し、日々の
暮らしに追われている在家信者が望むのは涅槃に到達することよりも、とりあえずの目標として、
功徳を積み、その多寡によって、少しでもより良い来世へ再生することである。功徳（クトォ　
kutho）を積むことが最も重要な行いとなるため、在家信者は進んで喜捨をする。功徳を積む行為は、
教義的には布施、持戒、瞑想と三つに分類される（土佐　2002：p.104）。前世の布施の多寡によって
現世の衣食住、持戒を厳守することによって現世の健康や長寿、瞑想によって現世の知的段階の保
証がなされていると信じられている。真に涅槃に達するには内観瞑想が必要とされているが、伝統
的な社会において多くの信者が好んで功徳を生み出す行為としてきたものは、パゴダや僧院等の建
立といった布施の行為で、高い功徳を獲得できる積徳行為とされてきた。また、人々は、現世（ロー
キ　lawki）の問題解決に対しては仏教に加えて、呪術的な精霊信仰やウェイザーに頼り、来世（ロー
コッタヤー　lawkottayar）については仏教に依存している。これが、仏教徒が人口の約 90％を占め
３ウ・ヌ首相（1907-1995）は、敬虔な仏教徒であり、仏教国教化政策を提唱した独立後の首相である。
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ているミャンマー社会の日常の中に慣習的に深く根付いている。
　一方、ミャンマー社会においては、僧団であるサンガが単なる信仰の精神的支柱であるだけでなく、
時として社会改革運動の担い手としても重要な役割を果たしてきた歴史がある。植民地時代から現
在に至るまで、僧院は地域社会の焦点として統合的機能を果たし、また、サンガは国民を心情的に
結束させる紐帯として、仏教は民族主義運動を支える精神的支柱の一つとして政治的重要性を持つ。
具体的には、イギリスによる植民地時代には、独立を求める反政府運動で、また 1988 年民主化運動
や 2007 年の反軍事政権デモでも仏教のサンガは重要な役割を果たしてきた。
　上述のように人々の生活の質を精神的・物質的に向上させる仏教活動はミャンマーにおいて歴史
的に古くからなされてきた。では海外においては、ミャンマーの僧侶や僧院はどのような役割を果
たしているのだろう。
Ⅲ　調査とその結果
1. 調査目的、方法および期間
　海外においてミャンマーの上座部仏教僧院がどのような役割を果たしているのかを明らかにする
ため、2005 年から 2010 年までミャンマー、日本、アメリカ、インド、香港、マカオで断続的な調査を行っ
た。本稿では、日本のミャンマー仏教僧院を主に対象としたものを報告する。調査方法は、僧侶やミャ
ンマーの僧院に訪れる日本人、法人代表者に対し聞き取り調査を行った。現地に一時的に滞在する
参与観察、資料収集、関係者へのインタビューによる質的データを主に用いる。さらに、筆者は実
証的調査に加え、それらの僧院や瞑想センターの出版物、年間報告書等を通じて歴史、教義や活動
について情報を得た。
2.	在日ミャンマー人の現状
　在日ミャンマー人とは、厳密にいえば国籍がミャンマー国籍である者を前提とするが、日本に帰
化した者、日本政府から難民（政治亡命）認定や在留特別許可を得ている仏教徒も本稿では対象とす
る。在日ミャンマー人は、2010 年現在、3、4万人ともいわれている。その特徴は、半数以上は滞在
期限超過者（オーバーステイ）や労働者で、中には母国の軍事政権に反対して逃れてきた者も多く存
在する。東京都新宿区周辺に在日ミャンマー人のコミュニティが存在し、「リトル・ヤンゴン」 4とも
呼ばれている。そこでは、ビジネス、留学、観光、そして政治的な理由で国を離れた人々が暮らし
ている。最近は東京に限らず名古屋市等他の都市へ拡散しており、在日ミャンマー人社会のコミュ
ニティ活動は盛んである。例えば、雨安居にあたって戒を守る誓いを立てる時、結婚や誕生日、親
の年忌にあたって寄進（ダーナ　dana）や施食（スンチュエ　swan　kywae）を行う時、定（精神
の安定）を求めて瞑想をする時、厄払いをする時等、折りにふれてミャンマーの人々は僧侶のもとを
４「リトル・ヤンゴン」とは、東京都新宿区の高田馬場駅周辺を指す。ミャンマー出身の人々が経営する飲食店や雑貨
店等が集中していることから、ミャンマーの旧首都・ヤンゴンの名前をとってこう呼ばれるようになった。2010 年現
在約 10 店ほどのミャンマー料理の飲食店が同駅周辺にあるが、その半数以上が 2001 年春以降に開店したものである。
ビルマ料理専門店のみでなく、シャン料理店やカチン料理店等も点在している。また、それに伴いミャンマーの雑誌
や音楽テープ、食材等を扱う店も増えている。
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訪れる。4月の新年を祝う祭りである水祭り5（ティンギャン　thingyan）には、おおよそ 3000 人も
のミャンマー人が集まり、10 月の雨安居明け（ダディンジュッ　thadinkyuit）の祭りや僧侶に僧衣
を寄進するカティナ（kahtain　thingan）衣会等も東京で盛大に行なわれている。勿論、カレン、カ
チン、チン等少数民族出身者に多いキリスト教や、イスラム教徒のミャンマー人たちも、それぞれ
に連絡を取り合い、そのイベントに参加している。
　日本国法務省によれば、ミャンマー人の正規入国者数は8,336人（2009年12月現在）である。表１は、
ミャンマー人主要分布地の変遷である。表 1からも明らかなように東京都周辺にミャンマー人が集
中しており、2006 年から 2009 年の 4 年間で約 2400 人のミャンマー人が増加している。それは、仏
教が生活の隅々にまで浸透しているミャンマー人にとって、異国での仏教は彼らの心の、そして生
活のより所になっているため、僧院や僧侶の増加にもつながるということを意味する。彼らは居住
先で人数規模や財政が安定するにしたがって、自ら礼拝場である僧院を建立し、帰依した僧侶をも
招聘するという自立的仏教組織に成長しつつある。
　次は日本におけるミャンマーの仏教僧院やパゴダについてみていく。
表 1	ミャンマー人主要分布地の変遷（都道府県）
	
出典：法務省 2010 年 7 月 7 日公表	、登録外国人統計表6筆者作成
3. 日本におけるミャンマーの仏教僧院の現状
　近年、ミャンマー、スリランカやタイ等から来日する僧侶が増加し、それに伴いテーラワーダ仏
教関係の施設も増加している（表 2）。例えば、日本テーラワーダ仏教協会、ゴータミー精舎、アラ
ナ精舎、マーヤーデーヴィー精舎、上座仏教修道会、日本上座部仏教協会、ダンマウダヤ精舎である。
５水祭りはここ 10 年ほど、東京の中野で開催されている。
６ http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_touroku.html　2011 年 3 月 3 日アクセス
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それ以外の瞑想施設として、グリーンヒル瞑想研究所、日本ヴィパッサナー協会、世界の瞑想センター
等がある。その他にも、ミャンマー国籍ではないが、ミャンマーで出家し、ヤンゴン市にある国際テー
ラワーダ仏教宣教大学にて仏教の基礎を学び、瞑想センターで瞑想を実践した経験がある日本人僧
侶も、日本で瞑想指導を行っている。
　筆者が調査した日本におけるミャンマーの仏教関係施設は日本全国において、次の 7ヵ所に存在
する。(1) 世界平和パゴダ・ミャンマー僧院（福岡県北九州市門司区）、(2) 瞑想道場である浄心庵（茨
城県鉾田市太陽村）(3) ダマディパ瞑想センター（東京都新宿区）、(4)	NPO 法人ミャンマー文化福祉
協会事務所（東京都板橋区）、(5) ビャマウィハラ僧院（愛知県名古屋市中川区）　(6) 国際ビルマ僧侶
組織（東京都豊島区）　(7) シュエダゴン・パコダ（鹿児島県鹿児島市）である。
　以下、それぞれの僧侶や僧院の歴史や活動等についてみていく。
表 2	宗教ビザ7による上座部仏教圏の入国状況の変遷
主なアジア人外国人登録者と宗教ビザ保有者（2006-2009 年）
（単位：人）	
出典：法務省、登録外国人統計表8より筆者作成
　　
3.1　世界平和パゴダ・僧院
　北九州市門司区メカリ山頂にある世界平和パゴダ・僧院は、ミャンマーのヤンゴン市にあるガバー
エー・パゴダ9を模写してあり、日本では唯一のミャンマー僧侶の常住しているパゴダである。現在、
ミャンマー政府仏教会派遣僧のウー・ケミンダ大長老（1922 年生まれ、1958 年来日）10、ウ・ヴィッ
ジャーナンダ大長老（1945 年生まれ、1979 年来日）、ウー・スセンナ大長老（1954 生まれ、1987 年
来日）が常住している。世界平和パゴダ・僧院は、総面積約 3400 坪（約 11,220 平方メートル）の境
内を有し、パゴダ・僧坊・戒律堂・研修道場・記念塔・宗務所の 6棟の建造物がある。また、ミャ
ンマー式の鐘があり、パゴダの中には仏像やミャンマーの写真が数多く展示されている。周りには
日本らしい灯籠もある（写真１）。
７
　宗教ビザは 1年間、または 3年間のビザを取得することが可能である。
８ http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_touroku.html　2011 年 3 月 3 日アクセス
９ミャンマー独立後、首相ウ・ヌの提唱により世界平和を祈願して建立したパゴダである。
10ウー・ケミンダ大長老は世界平和パゴダの 2代目の僧院長である。
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　第二次世界大戦中ミャンマーで戦死した日本人戦没者を供養するため 1958 年に建立された11パゴ
ダは、ミャンマー戦没者慰霊会・日本仏教界・当時の門司市・ミャンマー政府仏教界、つまりミャ
ンマーと日本の協力関係の結実したものである。僧院をサポートしている在家信者に対して森は次
のように４つのグループに大別している（森　1992）。(1) 旧軍人つまり戦没者の戦友並びにその遺族
のグループ、(2) 僧侶の教化によって新たに誕生した一般信者グループ、(3) 上座部仏教、パーリ語、ミャ
ンマー語や文化等に関心の深い専門家のグループ、(4) 在日ミャンマー人仏教徒のグループである。
これらの 4つのグループの中で経済的・人力的を含め僧侶や僧院の様々な問題の解決にあたってい
るのは、(1) の旧軍人グループである（前揚書：p.49）。それは他の国にある僧院と異なった形態である。
そこでは、戦没者慰霊の日の法要が行われており、日本全国から関係者が集まるが、年々減少傾向
にある。戦線に出征していった兵士たちの子や孫の世代はほとんどこの場所を訪れない。また、パ
ゴダの建立当時から参拝者には、大人は 1人 100 円、子どもは 1人 50 円の護持費用を受け取ってい
るが、現在、パゴダに平日は 1日 4,5 人の日本人しか参拝に訪れない。それだけで、パゴダと僧院の
護持を果たすのが困難な状態である。世界平和パゴダ・僧院は、世代交代・新しい支援体制作りが
必要であると思われる。
　一方、(4) の在日ミャンマー人仏教徒は少なく、外交官等政府関係、教育研究者、留学生等短期滞
在者が中心である。しかも彼らの多くは東京周辺に居住しているため、門司のパゴダに日常的に礼
拝することが地理的に不可能である。しかし、僧院は遠方から礼拝されるミャンマー人が宿泊する
ことが可能であるため、1月の日本の正月や 4月のミャンマーの正月には全国からミャンマー人が集
まり、僧侶の施食のため調理をしたり、境内の清掃をしたり、瞑想、説法に耳を傾けたり等、日常
生活から離れた聖なる空間で短期間を過ごす。
　3人の僧侶は日本語が堪能であり、仏教研究者と共同で本の出版・翻訳、ミャンマー人や日本人
11世界パゴダについて、森祖度（1992）　「世界平和パゴダ（ミャンマー僧院）の現状と展望	:	異文化交流の一事例」、パー
リ学仏教文化学 (5)、pp:35-53　が参考になる。
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にマハーシ系の瞑想指導、講演、説法、仏教の専門家との勉強会等のような上座部仏教活動や文化
活動を行っている。パゴダでの主要な仏教行事は、毎月の法話会と瞑想、４月のウエサカー花祭り、
10 月のアビダンマ記念日祭り、パーリ語の学習会、各ミャンマー戦友会の位牌、石灯篭および、地
元有志寄進の石灯篭の護持と永久献灯、慰霊祭等の奉仕活動である。
3.2　日本上座仏教修道会
　日本上座仏教修道会は、ミャンマーの専門指導僧侶であるウ・ニャーヌッタラ長老（1954 年生まれ、
1996 年来日）の指導のもとで活動している。同長老は日本語学校で日本語を勉強した経験があるた
め日本語の仏教用語に精通しており、パーリ聖典の内容を適切な日本語で指導している。
　1989 年に発足した上座仏教修道会は、釈迦の教えとは実践の道、つまり八正道（戒・定・慧）の
実践にあると考え、「上座仏教修道会」と名付けられた。主な目的は、「パーリ経を勉強すること、ウィ
パッサナー瞑想と仏教の教えを日常生活の中で実践すること、日本に正しい仏教を伝えること」であ
る。1996 年からは、ミャンマーのウ・ニャーヌッタラ長老を上座仏教修道会長老として迎え、2003
年 1 月に法人格を取得した。代表者は日本に上座部仏教を広げた敬虔な日本人在家信者である。
　現在、東京都新宿区に本部を置き、茨城県鉾田市大洋村の道場（浄心庵）で定期的に勉強会・宿泊
瞑想会（日本人には日本語で、ミャンマー人にはミャンマー語で）を行っている。勉強会は第 2日曜
日と第４土曜日には 14:00 時から 16:30 時まで東京都新宿区で説法と瞑想、第４日曜日には 18:30 時
から 21:00 時まで東京都豊島区東池袋でアビダンマ・瞑想について在日ミャンマー人向けの説法会を
行っている。また、宿泊瞑想会は、5月及び 8月の原則として 10 日間、茨城県鉾田市の瞑想堂浄心
庵で行われている。費用は 1泊 2食付 3,000 円である。日本以外にもミャンマーのヤンゴン市、イン
ドのウッタルプラデッシュ州にも瞑想精舎がある。インドにある当会の精舎を拠点として仏跡の巡
拝や瞑想実践も行っている。
　浄心庵が防風林に囲まれた一団の畑地を開発したと思われる別荘地の一角に建設され、約 600 坪
に、5つの建物が点在している。近隣には浄心庵に関係する家屋のほか、7～ 8軒の別荘があり、周
辺地区は同様の畑地が多く、瞑想を妨げるものはほとんどないため、瞑想に専念できる。
写真 2　浄心庵にて日本人に瞑想指導をしているニャーヌッタラ長老
（筆者撮影）
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3.3　ミャンマー文化福祉協会
　東京都板橋区仲町にある特定非営利活動法人「ミャンマー文化福祉協会（Myanmar　Culture	
And	Welfare	Association: 以下、MCWA）」は、1980 年後半から大塚区で宗教活動をしていたミャン
マー・テーラワーダ・仏教・アソシエーション（Myanmar	Theravada	Buddha	Association: 以下、
MTBA) を母体として設立されたものである。MCWAは 2008 年に正式に申請し、MTBAで主に活
動していた敬虔な信者であるミャンマー人が代表者になっている。設立の目的は、代表者によると、
「広く一般市民を対象として、在日ミャンマー人及びその家族への日本での生活支援並びに日本に生
まれ育ったミャンマー人の子どもたちへのミャンマー文化の伝承や教育等に関する事業を行い、講
演会や交流会を通じてミャンマーに関する情報発信を行うことによって、国際協力活動の増進に寄
与すること」である。
　大塚にある僧院は、東京に住むミャンマー人有志が資金を出し合って１DKのアパートの部屋を借
り、ミャンマーやタイ、スリランカ、インド、シンガポール等から時々来日するミャンマー僧ある
いは、渡米する際にトランジットのため日本で短期滞在する僧侶の宿泊施設であった。そのため、
常住の僧侶による説法や法話等を聞く機会が少なかった。ミャンマー人の増加に伴い、日本で苦し
い生活を強いられていた彼らからは、日本で自己の信仰のより所を求める声が強く、僧侶派遣の要
請が度々なされていた。一方で礼拝等に参加する人も増えたため、既存の礼拝場や一時的僧侶が滞
在する大塚僧院も狭くなり、在日ミャンマー人は地道に寄付を積み立てる等して、板橋区仲町に僧
院を購入した ( 写真 3)。3 階建てのビルでの 1階は台所、2階は常住されている僧侶や客用の寝室、3
階には仏壇が置かれた多目的ホールがある。そこで、瞑想の指導や法話を行っている。現在は、オ
バサ長老（1972 年生まれ、2007 年来日12）が常住し、経典学習会や、在日ミャンマー人の子供たちに
ミャンマーの文化や仏教の思想等教えている（写真 4）。
12	 2007 年にMCWAの招聘で初めて来日しているが 3ヵ月間の短期滞在のため一時日本を出国した。2008年に再来日し
日本で 3ヵ月間短期滞在した。2009 年からは宗教ビザを獲得して、MCWAで常住している。
　同僧院は、(1) 布教活動、(2) 在日ミャンマー人に対し、日常生活において直面する様々な問題やス
トレス等を和らげる宗教活動、(3) 外国人との文化交流や在日ミャンマー人の子供たちにミャンマー
の文化や思想を教える文化活動、(4) 来日するミャンマー僧侶に宿泊を提供する等様々な活動を行っ
ている。来日したミャンマーの僧侶はそこに一時的に滞在しながら、後述するゴータミー精舎、名
古屋市にある僧院でも法話や瞑想会等を開催し、多種多様な活動を拡大されている。
3.4　ダマティパ瞑想センター
　東京都新宿区にあるダマティパ瞑想センターは、ミャンマーのマハーシ瞑想センター13の日本支部
として活動している。ビルの持ち主はミャンマーとの縁が深い日本人であり、1階は車庫と僧侶の寝
室、2階と 3階は瞑想の道場となっている（写真 5）。そこでは、ミャンマーのマハーシから派遣さ
れたウ・ウィセッタ長老（1938 年生まれ、1996 年来日）が滞在し、主に個別の瞑想指導を行っている。
日本語の通訳によって瞑想指導も行っている。同僧は本瞑想センターだけでなく、ゴータミー精舎14
においても月 1回、他の仏教団体でも定期的に在日ミャンマー人と共に冥想会を開いている。ゴー
タミー精舎は、そこに常住している僧侶だけでなく、来日したミャンマーの長老も、MCWA事務所
がある僧院に短期滞在している僧侶の法話と瞑想の会も開催している。カティナ衣法要15を開催する
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13マハーシ瞑想センターに関しては、拙稿の「ミャンマーの現代社会における上座部仏教の役割―都市部の瞑想センター
を事例に―」、『長崎国際大学国際観光学会』、第 3巻、pp.25-34、2008 年を参考。
14ゴータミー精舎は、多くの人々に釈迦の教えを知らせる目的で日本テーラワーダ仏教協会（宗教法人）によって設立
されたものである。スリランカ、タイやミャンマー等から派遣された長老の指導のもとで、東京幡ヶ谷を中心に日本
各地で活動している。主な定例行事は、ウィパッサナー冥想と法話の会（日帰り）、初期仏教月例講演会、パーリ経典
解説／アビダンマ講義、合宿ウィパッサナー冥想会、自主冥想会／勉強会等である。「http://gotami.j-theravada.net/」
で閲覧できる。
15テーラワーダ仏教では大変重要視されている法要であり、雨安居の修行を終えた僧侶にカティナ衣という特別な衣を
布施する。
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際には他の僧院に常住しているミャンマー・スリランカ・タイ等の僧侶を招待し、法衣を寄進して
いる。
3.5　ビャマウィハラ僧院
　名古屋市中川区にあるビャマウィハラ僧院は、2001 年に名古屋市のミャンマー人によって結成さ
れ、現在 2代目のウ・ティロカ長老（1960 年生まれ、2005 年来日）が常住している。名古屋市の周
辺には 500 人強のミャンマー人が暮らしており、民衆化運動を行っている組織がいくつかある。ま
た、その組織をサポートしている日本のNGOや仏教団体もある。僧侶が常住している建物は、ミャ
ンマー人をサポートしている日本人尼僧の檀家の家であり、無償で貸与している。写真 7の①の部
屋は僧侶の寝室、②の部屋は仏壇が置かれ、③の部屋は台所、風呂場、洗面所と応接間になっている。
同僧は東京の僧侶と連携を取りながら様々な活動を行っている。　
	
3.6　国際ビルマ僧侶組織（日本支部）　	
　サーサナモーリとも呼ばれる国際ビルマ僧侶組織（International	Burmese	Monks	Organization：
IBMO）16はミャンマー国内において、軍事政権の批判を行っている僧侶・国民に対する同政権の弾
圧や国民の現状等を世界に知ってもらうため、2007 年 10 月に設立された組織である。本部はアメリ
カのニューヨークに置かれている。2008 年には東京都豊島区にはアパートの部屋を一つ借り、東京
支部が誕生した。ウ・サンディマ長老（1965 年生まれ、2009 年来日）は日本での責任者として常住
しており、主に政治活動を行っている人々が帰依しているため、一般の人々の出入りは少ない（写
真　8）。
　　
16「国際ビルマ仏教僧協会」（IBMO＝サーサナモーリ）は世界 20 ヵ国や地域において、ミャンマー僧侶による活動さ
れた組織であり、2007 年 8 月にミャンマーで起きた僧侶によるデモ（サフラン革命 Saffron	Revolution) の直後に結成
された。詳細な活動は「http://burmesemonks.org/」で閲覧できる。
3.7　南泉院にあるシュエダゴン・パコダ
　鹿児島市にある南泉院の住職である宮下僧は、布施でミャンマーに 43 の小学校（2009 年現在）を
設立し、およそ 1380 人の子供たちに奨学金を貸与されてきた傑僧である。ミャンマーとの縁から、
2008 年は、ミャンマー式の仏塔（シュエダゴン・パコダ）が在日ミャンマー人、特に鹿児島県周辺
に常住しているミャンマー人の協力で南泉院境内に建立された。ミャンマーのバガンから仏舎利が
招来し、南泉院と在日ミャンマー人によって仏教流布と世界平和並びに一切有情安穏、ミャンマー
戦線敵味方全戦没将兵慰霊、日本・ミャンマー善隣友好を願って発願されたものである。
　熊本県や鹿児島県周辺に居住しているミャンマー人が主に礼拝しているが、ミャンマーの僧侶は
常住していない。
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4.　結果と考察
　1990 年前後にミャンマー人の来日が急増したのは、1988 年にミャンマーで起きた反政府運動の影
響によるものであると考えられる。1990 年前半以降、ミャンマー政府は、数次に亘り大学の全面閉
鎖措置を取った。時期を同じくして、ミャンマー側ではパスポートの申請において以前よりも規制
が緩和されるようになった。一方、日本側でも日本語学校の就学生として来日するのが比較的容易
になり、そのためその時期に来日したまま滞在し続けた人が多い。日本で苦しい生活をしているミャ
ンマーの人々は、強く自己の信仰のより所を求める声が強く、代表者たちからは、僧侶派遣の要請
が度々なされていた。1958 年に建立された北九州市にある世界平和パゴダ・僧院の僧侶が上京し、
彼らの悩みを聞き、精神的なカウンセリングを行っていた。1990 年代以降になって東京の中井や大
塚に僧侶が一時的に滞在できる部屋を確保し、自分たちが帰依している僧侶を招聘した。彼らによっ
て正月行事にあたる「水かけ祭り（Thingyan　pwe）」	が東京や名古屋で開催されるようになり、そ
の期間だけミャンマー、タイ、スリランカ、シンガポール等から僧侶も招聘されるケースも増加し
てきた。しかし、来日された僧侶は一時的な滞在であることが多く、そのため日本語能力も充分と
は言えず、数か月の任期を終えると帰国してしまうことから、布教活動の対象者はもっぱらミャン
マー人とその家族にとどまっていた。1996 年代前半になって茨城県や東京にミャンマーの僧侶が着
任されてから、布教活動が本格化した。その後、ミャンマー人の労働者や難民の増加に伴って来日
する僧侶も増えた。従って、既存の礼拝場や僧侶が一時的滞在する場も限られており、参加者が増
えるとそれも手狭になった。これらの理由から、東京周辺に居住しているミャンマー人は地道に寄
付を積み立てる等して、安いアパートを借りたり、土地・建物を買いとったりして礼拝場や僧院を
整備するようになった。さらに、場所が確保されると周辺の既存宗教団体や母国等から僧侶も招聘
するようになった。こうした礼拝場を所有する宗教組織が法人格を取得する例も徐々に増え、開設
される僧院・瞑想道場も東京及び名古屋市等において布教を拡大した。
　ミャンマーでは学校教育のみならず、宗教（特に仏教）教育も地域社会に根づいており、子供が生
育する環境には宗教的要素が当たり前のように存在している。特に仏教の場合、子供たちは遅くと
も 10 歳になるまでに、地域の僧院で仏教の基礎学習が開始される。学校教育と並行して行われるこ
の学習の中で、子どもたちは仏教の基本的な知識やミャンマーの文化等を学び、人格形成がそこで
行われている。そのような文化や社会の根底には仏教が浸透しているミャンマーにおいて、年間の
行事や祭日も仏教的なものが多く含まれている。ところが、日本文化に囲まれる在日ミャンマー人
は、子供がミャンマー語やミャンマー文化を継承できずにミャンマー人としてのアイデンティティ
を失ってしまうのではないかという懸念に直面している。そのために、僧院内では児童に対する文
化や仏教の初等教育も行われている。また、在日ミャンマー人だけでなく、外国人に対しても上座
部仏教の基礎やミャンマーの文化等、仏教を通じての日本・ミャンマー両国の民間交流を行っている。
日本とミャンマーの文化交流の架け橋になっている僧侶は、上座部仏教圏であるスリランカやタイ
間においても文化交流を行っている。勿論、ミャンマーでと同じように説法や瞑想の指導、葬式や
結婚式等をとりしきる宗教的な行事も行っている。
Ⅳ　まとめ
本稿では、日本におけるミャンマーの上座部仏教（特に僧侶や僧院）の役割について述べた。1980
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年後半から政治的・経済的な理由により、多くのミャンマー人が出稼ぎ、移民、難民として世界各
地へ渡航するようになった。移住先において人的規模や財政が安定するに従って、自ら礼拝場を建
て指導者も招聘するという自立的宗教組織に成長してきた。彼らにとって僧院は母国においてそう
であったように、親族や同僚との交流や相互扶助、教育、娯楽等の多機能・多目的を備えたコミュ
ニティでもある。このように様々な活動を行うため、彼らはレンタルスペースを確保したり、自費
で不動産を購入して恒常的な礼拝場を構え、自分たちが帰依している僧侶を招聘するようになった。
僧侶は彼らに対して、功徳をする機会を与え、カウンセリングや精神的支援を行っている。また、
海外で生まれた二世や三世にミャンマー人であるというアイデンティティを残すために、ミャンマー
の文化や仏教思想を教えている。一方、タイやスリランカ・日本等の仏教徒同士とは仏教を通じて
文化交流をさらに拡大し、非仏教徒に対しては布教活動を行っている。さらに、移住先にいるミャ
ンマー人の救済活動だけでなく、ミャンマーが被災したときには現地の支援機関やNGOと連携を
取り合いながら、被災者への義援金の募集や支援の活動を行っている。また、海外に常住している
僧侶はその布施（ナワカンマ　nawakanma）を故郷に送り、僧院の建立、学校の設立、学生の支援、
インフラの整備等といった福祉活動を行い、故郷の発展に努めている。
　上述のように僧侶や僧院の存在は、在日ミャンマー人社会の形成に一定の役割を担っている。僧
侶が異国で苦しい生活を送っているミャンマー人に対し、カウンセリングや瞑想指導から仏教の救
援団体による難民の救援活動まで、幅広い範囲において活動を行っている。僧院で開催される定期
的な説法や瞑想は彼らに大きな精神的支えともなっている。タイ・ミャンマーの国境にある僧院の
場合は一時避難所として、インドやスリランカの僧院の場合は、仏教遺跡巡りや礼拝に訪れる客の
ための宿泊施設として様々な役割を果たしている。
　以上のことから、海外においてミャンマーの僧院はミャンマー人にとって信仰する場のみでなく、
功徳をする場、宿として一時的に滞在する場、一時避難する場、冠婚葬祭のために集まる場、教育
を行う場、カウンセリングを行う場、精神的な鍛練を行う場でもあるといえるであろう。
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